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Start No. Start No.

1 3 4

✔ 5 ✔ 6

6 6 7

✔ 8 ✔ 9

✔ 9 10

5 10 47 11

✔ 11 ✔ 12

✔ 12 ✔ 13

✔ 13 ✔ 16

9 14 ✔ 18

8 15 ✔ 21

✔ 16 ✔ 22

✔ 17 5 24

✔ 18 ✔ 26

✔ 19 7 27

✔ 21 5 30

5 22 ✔ 31

5 25 ✔ 32

Country Min Action Country Min Action

JPN 24 PC

JPN 32 PC

NZL 50 FG

NZL 58 PC

記載責任者：長谷部謙二

校閲：安田善治郎

日本 ニュージーランド

McCANN Rachel 2-1

HAYWARD Pippa 2-2

及　川　　　栞 1-0

永　井　葉　月 2-0

UMPIRE SUTTON Suzi(USA) UMPIRE CHEN Jianjun(CHN)

Name Score Name Score

河　村　元　美 PUNT Anita C

監督 永　井　祐　司 監督 MARK Hager

浅　野　祥　代

MICHELSEN Stacey

永　井　友　理

永　井　葉　月

HENRY	
 Kathryn

阪　口　真　紀

FLYNN Gemma

GRANT Jordan

GK

KEDDELL Rose

HAYWARD Pippa

林　　なぎさ

柴　田　あかね

GK

加　藤　彰　子

PEARCE Kirsten

BARNETT Georgia

THOMPSON Liz

湯　田　葉　月

GUNSON Ella

一　谷　奈　歩

西　村　綾　加

ROBERTS Ani

McCANN Rachel

CHARLTON Samantha

及　川　　　栞

中　島　史　恵

中　川　未由希 C WEBSTER Petrea

GIBSON Amelia GK

大　田　昭　子

日　本 2Q

大　家　涼　子 GK MERRY Olivia

Name 備考 Name 備考

Hastings(NZL)

Country RESULT Country

1Q -

Hawke's Bay Cup 2015(NZL)

大会名 Hawke's Bay Cup 2015

試    合 第１戦 通算結果 日本１分け

場　　所

4Q -

NEAL Brooke

日    付 2015/4/11

天      候 晴れ

- ニュージーランド

小　野　真由美

山　本　由佳理

PC数4 5

3Q -

　11日よりニュージーランドでHawke's	
  Bay	
  Cup	
  2015(NZL)が開催された。この大会は、オーストラリア、アルゼンチン、ニュージーランド、アメリカ、中国、韓国、
日本、インドの8ヵ国が参加し開催された。日本にとってはランキング上位国を相手に、どのように戦うことができるか。そして、ワールドリーグ・セミファイナ
ルに向けての強化としても絶好の機会であり、上位進出を目指している。	
  
	
  
　１Ｑ　ニュージーランドのセンターパスにより試合が開始された。立ち上がりからお互いにプレッシャーをかけあう一進一退の攻防が続く。前線から積極的

にプレスをかけるニュージーランドに対し、日本はスクープでスペースを狙いながらチャンスを伺う。8分相手ボールをカットした林からサークル付近で待つ
加藤へパスが入ると、加藤はそのままサークルイン。チャンスを作ろうとするが、相手ディフェンスに阻まれる。10分カウンターよりピンチを迎えるが、GK浅
野が冷静に対応しピンチを切り抜ける。15分PCを奪われるがGK浅野がクリアーし終了する。	
  
	
  
　２Ｑ　18分カウンターよりチャンスを迎えるが相手ディフェンダーにクリアーされる。日本は素早くリスタートを行いPCを獲得すると、このチャンスを林から湯
田へバリエーションからタッチシュートするが、GKに当たったリバウンドボールに反応していた山本がダイレクトでシュートするが惜しくもサイドネットに外れ
る。24分にはPCを獲得し及川が右下に決め先制する。27分PCを連続で2本奪われピンチを招くが、DF陣の体を張った守備に得点を許さない。	
  
	
  
　３Ｑ　日本のセンターパスより後半が開始される。32分日本はキャプテン中川がライト側よりサークルインしPCを獲得するが決めきることができない。その
直後にも相手の反則よりPCを獲得すると、このチャンスを永井葉月がゴール左下に豪快に決め2点差とする。40分にはPCを奪われるがゴール外へはずし
終了する。	
  
　	
  
　４Ｑ　48分相手ボールを阪口がカットし山本へパス。前線でリードする永井友理へパスが入りサークルインするがセンタリングがあわず追加点をあげるこ
とができない。その直後、一瞬の隙をつかれ右側から回り込まれゴール中央へ折り返されボールを押し込まれ失点。逆に53分には湯田から河村へとパス
が通り、河村がリバースシュートを放つが決めることができない。58分、サークルトップの反則よりPCを奪われる。シュートされたボールが相手DFの足に当
たるが審判が見えず押し込まれ同点とされる。日本は、その後も守備が続くがこのまま同点で試合が終了した。	
  




